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板

垣

英

治

加
賀
藩
洋
書
の
総
合
的
研
究



加
賀
藩
は
第
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
の
代
(
1
6
4
3
|
1
7
2
4)

よ
り
学
門

を
奨
励
・

精
通
し
て
多
く
の
書
籍
の
購
入
と
蒐
集
が
始
ま
っ
た。

さ
ら
に
第

十
一

代
藩
主
前
田
治
脩
の
時
代
の
寛
政
四
年
(
1
7
9
2)

に
は
藩
士
の
文
武

の
教
育
を
目
指
し
て、

加
賀
藩
・

藩
校
が
創
設
さ
れ
て
「
明
倫
堂」

は
文
学
校

と
し、
「
経
武
館」

は
武
学
校
と
し
て
藩
士
の
子
弟
の
教
育
に
担
っ
た。

明
治

初
年
の
調
査
に
よ
れ
ば、

和
漢
書
約
一

万
四
千
点
が、

洋
書
約
一

千
点
が
収
蔵

さ
れ
て
い
た
o

始
め
こ
れ
ら
の
書
籍
は
石
川
県
に
引
き
継
が
れ
た
が、

明
治
初

期
に
和
漢
書
は
東
京
の
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
「
尊
経
閣
文
庫」

に
移
さ
れ
て

収
蔵
さ
れ
て
き
た。

一

方、

洋
書
は
石
川
県
立
図
書
館、

第
四
高
等
学
校
図
書
館
を
経
て
金
沢
大

学
附
属
図
書
館、

旧
第
一

中
学
校
を
経
て
泉
丘
高
等
学
校
図
書
館、

そ
し
て
歴

史
博
物
館
成
巽
閣
等
に
分
散
し
て
架
蔵
さ
れ
て
き
た。

著
者
の
調
査
後
に
県
立

図
書
館
内
の
特
殊
文
庫
「
藩
学
校
蔵
書
」

に
約
百
点
が
架
蔵
さ
れ、

さ
ら
に
金

沢
大
学
附
属
図
書
館
本
館
お
よ
び
医
学
部
分
館
の
貴
重
書
室
に
語
学
関
係
書
お

よ
び
医
学
関
係
書
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
の
書
籍
の
調
査
・

研
究
か
ら
始
ま
っ
た
『
加
賀
藩
旧
蔵
洋
書
目
録』

の
編
輯
・

出
版
が
平
成
十
八
年
に
金
沢
大
学
附
属
資
料
館
で
行
わ
れ、

八
百
点

に
余
る
書
籍
の
整
理
が
完
了
し
た。

こ
れ
ら
の
書
籍
に
つ
い
て
の
学
問
的
研
究

と
相
ま
っ
て、

加
賀
藩
の
関
係
機
関
で
の
洋
書
の
使
用
の
様
子
も
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た。

特
に
加
賀
藩
の
西
洋
医
学
の
導
入
は、

文
久―
一
年
に
壮
猶
館
で
の
黒
川
良
安

を
中
心
と
し
て
蘭
学
·

生
理
学
書
の
会
読
に
始
ま
り、

つ
い
で
種
痘
所、

卯
辰

序
文
に
か
え
て

山
養
生
所、

加
賀
藩
医
学
館、

金
沢
医
学
校、

金
沢
病
院
へ
と
受
け
つ
が
れ
て

拡
大
し、

架
蔵
し
た
洋
医
学
書
も
増
加
し
て
き
た。

そ
の
医
学
書
の
使
用
の
実

態
も
こ
の
程
の
調
査
で
明
か
に
な
っ
て
き
た
と
同
時
に
驚
く
べ
き
収
穫
も
生
ま

れ
た
C

わ
が
国
の
化
学
史
で
は
従
来、

大
坂
舎
密
局
で
の
ハ
ラ
タ
マ
と
リ
ッ
テ
ル
の

化
学
講
義
が
近
代
化
学
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
き
た
が、
加
賀
藩
医
学
館
で
の
P.

A.

J．

ス
ロ
イ
ス
の
「
舎
密
学
講
義」

が
当
に
近
代
化
学
の
最
初
の
講
義
で

あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た。

ま
た、

彼
の
動
物
学
講
義
を
翻
訳
し
て
太
田
美
農

里
が
出
版
し
た
『
斯
魯
以
斯
講
義

官
許

動
物
学』
（
石
川
県
学
校
蔵
梓、

明
治
七
年）
は
わ
が
国
最
初
の
「
動
物
学」
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
書
籍
で
あ
っ
た。

本
書
は
筆
者
が
金
沢
大
学
を
定
年
退
官
後
(
2
0
0
0

年）

か
ら
平
成
二
七

年
ま
で
に
刊
行
し
た
論
文
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
に、

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
o

書
籍
の
タ
イ
ト
ル
は
『
加
賀
藩
洋
書
の
総
合
的
研
究』

と
し
た
が、

内
容

は
第
一

章
に
は
加
賀
藩
医
学
館
で
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
教
育
で
あ
り、

第
一

部

で
は
北
陸
医
史
学
会
誌
『
北
陸
医
史』

に
掲
載
し
た
医
学
教
育
関
連
論
文
を
ま

と
め、

第
二
部
で
は
化
学
史
学
会
誌
『
化
学
史
研
究』

お
よ
び
金
沢
大
学
日
本

海
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
学
術
誌
『
日
本
海
域
研
究』

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
と

り
ま
と
め
た。

第
二
章
に
は
加
賀
藩
旧
蔵
洋
書
の
調
査
・

研
究
の
成
果
を
記
載
し
た
論
文
を

ま
と
め
た。

第
一

部
に
壮
猶
館
蔵
書、

卯
辰
山
養
生
所
の
洋
書、

加
賀
藩
旧
蔵

洋
書
の
目
録
の
作
成
に
つ
い
て、

さ
ら
に
加
賀
藩
の
和
蘭
語
辞
書
に
つ
い
て
記

し
た
論
文
を
ま
と
め
た。

第
二
部
に
加
賀
藩
の
稀
罷
書
に
つ
い
て
記
載
し
た。

論
文
の
縦
書
き
型
式
の
も
の
は
前
半
に
ま
と
め、

横
書
き
型
式
の
も
の
は
後
半

部
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た。











こ
の
舎
密
学
の
内
容
と
従
来
の
わ
が
国
の
化
学
史
と
の
比
較
に
よ
り 、

イ
ス
は
舎
密
学
講
義
で
わ
が
国
に
最
初
に
最
新
の
近
代
化
学
の
教
育
し
た
人
物

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た 。

訳
『
斯
魯
以
斯
口
述

全
国
に
先
駆
け
て
行
っ
て
居
た 。
「
動
物
学」

沢
で
作
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
た 。

太
田
美
農
里

官
許

動
物
学』
（
石
川
県
蔵
梓）

は 、

わ
が
国
最
初

と
記
さ
れ
た
書
籍
で
あ
っ
た 。
「
植
物
学」
「
薬
剤
学」

に
標
題
に
「
動
物
学」

で
は
有
効
成
分
の
化
学
的
名
称
の
紹
介
を
行
っ
て
い
た 。
「
生
理
学」
で
は「
ダ
ー

ウ
イ
ン
の
進
化
論」
の
紹
介
を
わ
が
国
で
最
初
に
行
っ
た 。
「
病
理
学」
で
は
「
遺

伝
学」

の
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
た 。

さ
ら
に
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の

行
わ
れ
て
い
た 。

と
く
に
ベ
ン
ゼ
ン
の
環
状
構
造
の
説
明
は
優
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
c

異
性
体
の
構
造
化
学 、

立
体
化
学 、

お
よ
び
酵
素
の
説
明 、

て
の
説
明
が
行
わ
れ 、

富
山
県 、

さ
ら
に
パ
ス
ツ
ー

ル
に
よ
る
酒
石
酸
の
光
学
活
性
に
つ

こ
れ
ら
は
当
時
の
最
新
有
機
化
学
の
講
義
で
あ
っ
た
C

こ
れ
ら
の
講
義
を
受
け
た
第一

世
代
の
九
人
の
医
学
生
卒
業
後
は
石
川
県 、

福
井
県
に
散
り 、

ま
た
「
究
理
学」

病
治
療
に
尽
力
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い 。

始
め
る
こ
と
に
な
り 、

ス
ロ

で
は 、

電
磁
気
学
の
講
義
を

で
は 、

こ
の
言
葉
が
初
め
て
金

「
有
機
化
学」

講
義
で
は
進
ん
だ
内
容
の
講
義
が

光
学
活
性
体
の
説
明 、

各
地
区
の
病
院
に
勤
務
し
て 、

住
民
の
健
康
と
疾

明
治
初
期
の
医
学
史
の
研
究
か
ら
新
た
に
浮
か
び
あ
が
っ
た
の
が 、

た 。

こ
れ
が
現
在
の
金
沢
大
学
薬
学
部
の
ル
ー

ツ
で
あ
る 。

金
沢
の
高
等
教
育
の
成
り
立
ち
ー

石
川
県
専
門
学
校 、

蛋
白
質

薬
学
教

育
の
歴
史
で
あ
る 。

金
沢
医
学
所
で
は
明
治
九
年
に
薬
舗
学
の
教
育
を
最
初
に

二
人
の
生
徒
が
こ
の
学
科
に
入
学
し
た 。

薬
学
教
育
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た 。

翌
年
に
学
科
名
が
改
ま
り
薬
学
科
と
な
っ

こ
れ
が
当
に

石
川
県
甲
種
医
学
校

ら
れ
る
様
に
な
る
に
は
長
い
年
月
が
必
要
で
あ
っ
た 。

明
治
二
十
五
年
頃
に

な
っ
て
第
四
高
等
学
校
附
属
病
院
の
患
者
数
が
増
加
し
た 。

先
に
明
治
四
年
の
ス
ロ
イ
ス
の
究
理
学
講
義
か
ら 、

電
磁
気
学
が
金
沢
で
初

め
て
講
義
が
行
わ
れ
た
事
を
記
し
た 。

そ
し
て
明
治
十一

年
二
月
に
は 、

文
部

省
は
米
国
・

ボ
ス
ト
ン
の
リ
ッ
チ
ー

社
よ
り
百
十
点
の
教
育
用
物
理
学
実
験
器

具
よ
り
な
る
一
セ
ッ
ト
を
輸
入
し
て 、

全
国
の
公
立
師
範
学
校
あ
て
に
支
給
し

て 、

物
理
学
教
育
の
振
興
を
図
っ
た 。

従
来 、

こ
の
事
柄
は
文
部
省
史
料
に
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が 、

実
験
器
具
の
現
物
の
存
在
に
つ
い

て
は
不
詳
で
あ
っ
た 。

平
成
十
七
年
刊
行
の
「
金
沢
大
学
資
料
館
目
録
3 、

石
川
県
専
門
学
校
物
理

機
器
図
録 、

明
治
十
年
代
の
物
理
学
教
育
と
文
部
省
交
付
物
理
機
器」

に 、

初

め
て
こ
の
物
理
実
験
器
具
の
一

部
が
本
学
に
現
存
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
o

金
沢
に
は
百
十
点
の
う
ち
五
十――一
点
が
現
存
し
て
お
り 、

こ
の
中
に

R
itc
hie
社
の
刻
印
が
発
見
さ
れ
て
い
る 。

お
よ
そ
百
三
十
年
前
に
交
付
さ
れ

た
物
理
実
験
器
機ー

物
性
学・
カ
学
（
十一

点
）・
水
学
(
+
点
）・
気
学
（
二
十
二

点
）

・
熱
学
（
十
四
点
）

・
電
気
学
(
+
九
点
）

．
磁
気
学
(
+
五
点）
・

光
学
（
九

点
）

•
音
学
(
+
点
）

は 、

啓
明
学
校 、

中
学
師
範
学
校 、

石
川
県
専
門
学
校 、

第
四
高
等
学
校
と
請
け
継
が
れ 、

現
在
は
金
沢
大
学
附
属
資
料
館
お
よ
び
県
立

自
然
史
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る 。

こ
れ
ら
の
器
機
は
ま
さ
に
「
理
科
教
育

発
達
遺
産」

に
指
定
し
て 、

長
く
保
存
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る 。

拙
著
『
加
賀
藩
の
火
薬』
で
金
沢
市
涌
波
町
の
加
賀
藩
士
清
水
塩
硝
蔵
跡
（
火

薬
製
造
所
跡
）

に
触
れ
た
が 、

こ
の
遺
構
が
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

に

よ
り
発
掘
調
査
さ
れ
た 。

そ
の
結
果 、

文
化
庁
に
よ
り
塩
硝
蔵
跡
は
「
国
指
定

歴
史
史
跡」

と
な
っ
た 。

近
年 、

幕
末
明
治
の
産
業
施
設
が
「
産
業
発
達
史
遺

；戸→ ヽ
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平
成
二
十
七
年
五
月

筆

者

に
つ
い
て
の
研
究
も
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

明
治
四
年
七
月
の
廃
藩

置
県
で
金
沢
県
が
生
ま
れ
た
が 、

当
時
の
教
育
機
関
で
あ
っ
た
私
塾
が
教
育
令

に
よ
り
廃
止
さ
れ 、

ま
ず
明
治
九
年
二
月
に
石
川
県
啓
明
学
校
を
金
沢
•

仙
石

町
に
開
校
し
た 。

続
い
て
明
治
十
年一

月
に
石
川
県
中
学
師
範
学
校
に
校
名
を

改
め 、

さ
ら
に
明
治
十
四
年
九
月
に
石
川
県
専
門
学
校
と
な
り
四
年
制
の
学
校

と
し
て 、

初
め
て
の
高
等
教
育
が
始
ま
っ
た 。

こ
れ
が
後
の
第
四
高
等
中
学
校

（
明
治一
―
十
年
四
月
開
校）

の
前
身
校
で
あ
っ
た 。

ナ
ン
バ
ー

ス
ク
ー

ル
と
呼

ば
れ
た
こ
の
中
学
校
は 、

先
ず
始
め
に
明
治
十
九
年
に
第
四
高
等
中
学
校 、

次

い
で
第
三
高
等
中
学
校
の
設
置
が
決
ま
っ
た 。

そ
の
後
次
々
と
続
い
た
の
で
あ

る 。

当
時
北
陸
で
は
福
井 、

金
沢 、

富
山 、

新
潟
で 、

こ
の
ナ
ン
バ
ー

ス
ク
ー

ル
の
誘
致
合
戦
が
行
わ
れ
て
い
た 。

こ
れ
ま
で
に
石
川
県
専
門
学
校
が
存
在
し

た
こ
と
が 、

こ
の
誘
致
を
有
利
に
さ
せ
た 。

石
川
県
専
門
学
校 、

お
よ
び
第
四

高
等
中
学
校
か
ら
は
優
れ
た
人
材
が
輩
出
さ
れ 、

後
に
中
央
の
政
官
学
界
で
活

躍
し
た
人
物
が
多
く
生
ま
れ
た 。

こ
の
伝
統
は
そ
の
後
の
第
四
高
等
学
校
に
受

け
継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た 。

一

方 、

甲
種
医
学
校
は
明
治
十
二
年
に
政
府
は
医
学
教
育
制
度
を
改
め
て 、

東
京
大
学
医
学
部
卒
業
生
を
教
授
と
し
て
ド
イ
ツ
医
学
の
教
育
を
行
い 、

卒
業

生
に
は
直
ち
に
医
師
開
業
免
許
を
与
え
る
制
度
を
発
足
さ
せ
た 。

従
来
の
金
沢

医
学
校
（
田
中
信
吾
校
長）

に
は
明
治
十
三
年
九
月
に
東
大
を
卒
業
し
た
ば
か

り
の
外
山
林
介
（
内
科 、

産
科）

が
着
任
し
た 。

こ
れ
が
オ
ラ
ン
ダ
医
学
か
ら

ド
イ
ツ
医
学
へ
の
移
行
の
始
ま
り
で
あ
っ
た 。

こ
れ
に
伴
い
人
事
の
問
題
も
生

じ
た 。

そ
の
結
果 、

従
来
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
医
師
達
は
明
治
十
七
年
末
に
博

労
町
に
私
立
尾
山
病
院
を
開
設
し
て
移
る
事
に
な
っ
た 。

こ
れ
が
石
川
県
で
の

私
立
病
院
の
始
祖
と
な
っ
た 。

と
こ
ろ
が 、

金
沢
で
ド
イ
ツ
医
学
が
受
け
入
れ

産」

と
し
て
世
界
遺
産
指
定
の
候
補
に
推
薦
さ
れ
て
い
る 。

明
治
の
わ
が
国
の

科
学
教
育
を
推
進
し
て
き
た
物
理
学
機
器
も
「
理
科
教
育
発
達
遺
産」

に
指
定

さ
れ
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て 、

筆
を
置
く
こ
と
に
す
る
3

本
書
に
掲
載
さ
れ
た
多
数
の
論
文
の
執
筆
に
あ
た
り 、

金
沢
の
図
書
館
に
は
大

量
の
江
戸
時
代
の
古
文
書
が
保
管
さ
れ
て
お
り 、

そ
れ
を
直
接
に
手
に
し
て 、

二
百
年
余
の
昔
の
金
沢
の
姿
を
目
に
し 、

肌
に
感
ず
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸

甚
な
こ
と
で
あ
り 、

退
官
後
の
人
生
を
豊
か
な
も
の
に
し
た 。

本
書
が
加
賀
の

先
人
達
の
努
力
の
結
晶
を
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
り 、

今
後
の
貨
重
な
史
料
の
研

究
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
す
る 。

尚 、

本
書
に
は
レ
ー

ゼ
ル
著
『
昆
虫
の
自
然
史』

か
ら
数
点
の
昆
虫
絵
図
を

添
付
し
た 。
こ
れ
は
筆
者
が
か
つ
て
虫
を
追
う
青
年
で
あ
り 、

レ
ー

ゼ
ル
に
偶

然
に
出
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る 。


